	情報提供依頼書　RFI (Request For Information)

	基本情報

	事業名
	グループウェア更改

	担当者
	所属
	企画部情報政策課
	氏名
	平良　重頼

	
	連絡先
	098-876-1263
	E-Mail
	joho@city.urasoe.lg.jp

	記入日
	

	依頼趣旨

	本依頼は、システム導入によって本市の課題解消を図るべく、民間企業が保有する最新の技術動向、導入実績、概算費用等の情報を収集し、仕様書策定の参考とすることを目的としています。
 ※本依頼は情報収集を目的とするものであり、将来の契約を約束するものではありません。


	事業の目的

	【誰が、何が（対象）】

	事業の目的を対象・意図・結果の３要素に区分し、その対象を記述します。

	浦添市の全職員(約1,400名)が、日常業務（庁内コミュニケーション、スケジュール管理、情報共有、文書回覧、施設予約等）を遂行するために全庁横断で利用するグループウェアシステム。



	【抱えている課題やニーズ】

	対象者の抱えるニーズや課題をその背景（環境変化）を記述します。

	■現在のシステムを使い続ける上での課題
職員アンケート（令和6年10月・全体の約7割の課が回答）の結果、操作面（3.9点）・機能面（3.5点）の満足度に比べ、性能面（3.4点）が最も低く、グループウェア機能そのものに対する具体的な不満・要望が顕在化している。
1 場所・端末の制約による業務支障
· 外出先や訪問先で自分のスケジュールや会議室予約状況を確認できず、急な予定変更や日程調整に即応できない
· 出張・現地調査・災害現場等でメールや掲示板の確認ができず、重要連絡を見落とすリスクがある。
· 在宅勤務・テレワーク時に端末と場所によるグループウェア接続が限定され、多様な働き方が実現できていない。（移動中のすきま時間の活用等もできない）
2 性能面の不満（アンケート性能面 3.4点）
· 　メールボックス容量の不足により、職員が頻繁に古いメールを削除せざるを得ず、過去のやり取りを失う／業務履歴が追えない。
· 　添付ファイルの容量制限により、大容量資料を別手段（USB・ファイル便等）で送らざるを得ず、セキュリティリスクと手間が発生。
· 　全文検索の精度・速度が不十分で、過去の掲示板・回覧文書を探し出すのに時間がかかる。
3 機能面・運用面の不便（アンケート機能面 3.5点）
· 　部署横断のファイル共有・同時編集機能が弱く、「同じファイルを各自ダウンロード→修正→メール送付」という非効率な作業が残っている。
· 　Web会議システム・チャットツール（LoGoチャット等）・基幹系システムとのシームレスな連携が不十分で、複数ツールの行き来が負担。
· 　庁内ポータルや掲示板のカスタマイズ性が低く、各課で必要な情報にたどり着きにくい。
4 業務変革への追従の限界
· 紙処理・対面・稟議制を前提とした現行運用のままでは、2040年問題（労働力不足／定型業務を半分の人員でこなす）に対応できず、拡張性を備えていない。
· 単純な製品入替では、テレワーク・部署を越えた同時編集・オンライン申請対応など、多様な働き方を実現する業務モデル変革に追従できない。
· ハードウェア老朽化により更改が必須であり、将来の機動的な変革に対応できる柔軟な構成への移行が求められている。
· 現行製品が、2033年1月にサポート終了となり、本格的に製品切替（移行）が必要。


	という状態を

	【どのような状態になることを狙っているのか（意図）】

	この事業を行い、対象に働きかけることで、対象をどういう状態にしたいかを記述します。

	■新しいシステムの利用目的
【課題①への対応】
· 場所を選ばず、組織を越えて連携できるグループウェアシステムを実現し、テレワーク・外出先業務・災害時においても、継続的な業務を可能にする。
【課題②への対応】
· 十分な容量を確保し、柔軟なリソース拡張により、ピーク時にも快適なレスポンスを維持でき、横断的かつ全文検索を可能とした性能で性能面の満足度を向上させて、職員の作業ストレスを解消する。
【課題③への対応】
· 部署を越えたファイル共有・同時編集・コメント・履歴管理が可能となり、「ダウンロード→修正→メール送付」のサイクル撤廃。会議資料・調書作成の時間を半減す。
· Web会議、オンライン申請対応、内部情報システムとシームレスに連携でき、ツール間の行き来をなくすし、多様な働き方と業務効率化を実現する。
【課題④への対応】
· メイン業務環境をLGWAN系またはインターネット系にありつつも、インターネットを柔軟に利用できるモデルを十分に活用した、クラウドサービスを自由に選択・利用できる環境を整備可能とし、５～１０年の更改サイクルに縛られず継続的に進化可能とする。
· オンプレミス機器の保守・更改負担の軽減を見据え、全庁的なDX推進と連動し、段階的にクラウド化・最適化を進める柔軟なシステム構成とする。


	という状態にします。

	
要件定義

	【想定利用環境】

	想定される利用者、機器および機能等を簡潔に記述します。

	［選択事項］
グループウェアシステム
■利用環境　：　LGWAN接続系またはインターネット系
■対応OS　：　windows11
■利用者　：　浦添市職員 約1,400名
■想定作業　：
庁内コミュニケーション（メール・掲示板・チャット）、スケジュール・施設予約管理、文書回覧・電子決裁、ファイル共有、ワークフロー


	【機能要件】

	求められる機能を必須機能とオプション機能に分けて記述します。

	
■必要機能
	区分
	機能

	メッセージング
	電子メール（大容量メールボックス対応、添付ファイル制御、誤送信防止）

	情報共有
	掲示板（庁内お知らせ、カテゴリ別管理、既読確認）

	スケジュール
	個人・グループ・組織単位のスケジュール管理、空き時間検索、繰返し予定

	施設予約
	会議室・公用車等の設備予約、ダブルブッキング防止

	ファイル管理
	文書共有・キャビネット、世代管理、アクセス権制御

	ワークフロー
	電子決裁・申請承認（休暇申請、出張申請、稟議等）、代理承認、経路分岐

	回覧・通知
	回覧板、新着通知

	アドレス帳
	庁内・庁外連絡先共有

	ToDo・タスク
	個人タスク管理

	ポータル
	個人・部署別ポータル画面のカスタマイズ

	検索
	横断的全文検索（メール・掲示板・文書）

	マルチデバイス
	PC・スマートフォン・タブレット対応（場所を選ばない業務遂行）




	
■オプション機能（提案歓迎）
· 生成AI連携
· ノーコード/ローコード開発によるアプリケーション拡張
· BPR提案（業務プロセス見直しの伴走支援）
· Microsoft 365 / Google Workspace等パブリッククラウドとの連携
· 災害時BCP対応
· 外部連携（Web会議システム、チャットツール、内部情報システム等）
· 認証・セキュリティ（シングルサインオン(SSO)連携、多要素認証、ActiveDirectory連携、ログ管理・監査ログ）



	【その他の前提条件】

	その他、検討する際に参考になる事項があれば記述します。

	１　令和９年度から令和１０年度の財務会計システムおよび文書管理システム更改と同期して導入することも想定。内部情報システムとして一体的に検討すること。
２　メイン業務環境をLGWAN系またはインターネット系としつつ、インターネット利用を柔軟にできる環境も同時に提案できることが望ましい。
３　段階的なクラウド化への対応を目指す（単なる製品入替ではなく業務モデル変革を伴うアプローチを検討）
４　既存の利用満足度を維持・向上させ、性能面（処理速度・メールボックス容量）の改善を必須とする。
５　同規模自治体（人口10万人～15万人規模）への導入実績を有することを重視。
６　データ移行（既存ガルーンからのメール・スケジュール・文書等の移行）への対応を想定。



	
提案書に盛り込んでほしい情報の項目

	
【企業・実績】
・企業概要、財務状況、組織体制
・同規模自治体（人口10～15万人、職員1,000～2,000名規模）への導入実績
・参考事例（導入前後の業務変化、職員満足度の改善状況）

【製品・機能】
・製品・機能の特徴（標準機能の範囲、独自強み）
・提供形態（パブリッククラウド/LGWAN-ASP/オンプレミス/ハイブリッド）
・マルチデバイス対応（PC/スマホ/タブレット）、庁外アクセス方式
・他システム連携実績（基幹系、AD/SSO、LoGoチャット、Web会議等）
・将来のロードマップ（生成AI、ノーコード等の取り込み計画）

【セキュリティ・コンプライアンス】
・自治体情報セキュリティポリシーガイドライン準拠状況
・各種認証取得状況（ISMAP、ISO27001/27017等）
・データセンター所在地、データ保管場所、再委託先

【導入・運用】
・標準的な導入スケジュール（要件定義～稼働開始）
・データ移行方針（既存ガルーンからの移行可能範囲・期間・リスク）
・操作研修・利用促進策（1,400名規模対応）
・ヘルプデスク体制、SLA、稼働率保証
・BCP対応（災害時継続、RTO/RPO）

【費用】
・概算見積り（5年間TCO）
・初期構築費用（データ移行、カスタマイズ含む）
・運用保守費用（月額・年額）
・ライセンス体系（単年度/長期契約、利用者数変動対応）
・コスト削減効果の試算（現行モデル比）

【その他】
・サービスレベル、保守体制
・BPR（業務プロセス改革）伴走支援の有無と実績
・最新技術の活用案（生成AI、自動化、RPA連携等）



	

〇回答期限：令和8年6月5日(金) 17時必着
提出方法：電子メールにてjoho@city.urasoe.lg.jp宛に送付
提出書類：情報提供回答書（様式任意）、製品パンフレット、構成図等の補足資料、等
質問の受付：令和8年6月30日(火)までに上記メールにて受付


〇留意事項
本RFIに要する費用は、すべて提供者の負担とします。
提供いただいた資料は、当庁内での検討にのみ使用し、機密を保持します。ただし、公文書公開請求があった場合は、貴社と協議の上で対応します。
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